


厳
し
さ
続
く
町
財
政

地
方
交
付
税
も
減
少

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税
が
２
０
３
７
万
円
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
１
億
１
４
７
５
万

円
前
年
度
か
ら
増
加
し
た
も
の
の
、
地
方
交
付
税
が

１
億
８
６
５
６
万
円
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
が
１

億
１
７
０
１
万
円
、
町
債
が
１
億
１
０
０
万
円
な
ど

減
少
し
た
た
め
、
前
年
度
比
３
億
２
４
３
１
万
円
減
、

率
に
し
て
６
・
２
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
関
連
機
器
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
終
了
や
、
ふ
る

さ
と
納
税
お
礼
の
品
の
減
に
よ
り
補
助
費
等
が
１
億

５
３
６
１
万
円
の
減
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
等
も

７
７
０
６
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

公
債
費
は
、
４
４
２
９
万
円
減
少
。

地
方
債
残
高
も
２
億
７
３
２
４
万
円
減
少
し
、

54
億
２
９
１
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

ほ
か

６
会
計

決
算
総
額
７
２
億
９
４
６
万
円

を
認
定
可
決

９
月
14
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
た
第
３

回
定
例
会
で
は
平
成
28
年
度
各
種
会
計
決
算
な
ど
、

議
案
14
件
、
認
定
７
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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歳

入

○平成２８年度えりも町会計別決算総括表

会計名 歳入決算額 歳出決算額 差引残高

一 般 会 計 ４９億４５９０万円 ４８億９５４２万円 ５０４８万円

国民健康保険特別会計 １２億２４１０万円 １２億 １８３万円 ２２２７万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 １億２６３７万円 １億２４８９万円 １４７万円

診 療 所 特 別 会 計 ３億５５１２万円 ３億５２９２万円 ２２０万円

下 水 道 特 別 会 計 １億９０８４万円 １億９０１５万円 ６９万円

介 護 保 険 特 別 会 計 ３億８４８３万円 ３億８３７８万円 １０５万円

後期高齢者医療特別会計 ６１１８万円 ６０４６万円 ７２万円

合計 ７２億８８３４万円 ７２億 ９４６万円 ７８８８万円

（※千円以下四捨五入のため合計は一致しません）

歳

出

歳入合計

４９億４５９０万円

平
成
28
年
度

一
般
会
計
決
算
の
あ
ら
ま
し
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< 3 >

表の見方

・職員の給与、議員報酬

・共済組合等の負担金他

〇人件費
・障害者介護、訓練等給付・

児童手当等・臨時福祉給付

〇扶助費

① 決算額

② １世帯当の金額

③ １町民当の金額

① １,００９，９２２千円

② ４７１，９２６円

③ ２０８，５７５円

・主な使用用途

〇性質別項目

・公債の償還（返済）や

利子の支払いに要する経費

〇公債費

① ６８４,８６１千円

② ３２０,０２９円

③ １４１,４４２円

① ２９１，０６６千円

② １３６，０１２円

③ ６０，１１３円

・教育用コンピュータ・施設

備品購入費・各種施設管理

委託費・消耗品・光熱費・

燃料費・臨時保育士賃金

〇物件費

① ７７５，８４９千円

② ３６２，５４６円

③ １６０，２３３円

・利益金の一部を留保して蓄

積するもの。

〇積立金

① ３３２，４００千円

② １５５，３２７円

③ ６８，６４９円

・産業振興資金・奨学資金

・労働者福利厚生資金

〇貸付金

① ６８，０２０千円

② ３１，７８５円

③ １４，０４８円

・国民健康保険診療所、下水

道等の特別会計への繰出し

〇繰出金

① ４５９，５９２千円

② ２１４，７６３円

③ ９４，９１８円

・日高東部消防・衛生組合へ

の負担金・その他負担金

〇補助費

① ６３９，５９３千円

② ２９８，８７５円

③ １３２，０９３円

・公共施設や公営住宅等の維持管理

・道路維持・河川維持・港湾管理

〇維持補修費

① １１２，３８２千円

② ５２，５１５円

③ ２３，２１０円

・橋梁長寿命化・森林基幹道えりも線改修

・公営住宅建設・中学校体育館耐震化

・草地畜産基盤整備事業・教員住宅建設

・岬小学校外壁等改修・岬保育所改修

・高校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ改修・旧目黒小中学校改修

・情報セキュリティー強化対策

・水産物供給基盤機能保全事業負担金

〇普通建設事業費

① ５２１,７３４千円

② ２４３，８０１円

③ １０７，７５２円

○平成２８年度えりも町一般会計性質別歳出の状況

歳出合計

４８億９５４２万円



◎
一
般
会
計
予
算
に
３
９

０
０
万
円
を
追
加

歳
入

・
地
方
交
付
税

１
４
５
１
万
円

・
保
育
料
軽
減
支
援
補
助
金

（
保
育
料
軽
減
の
た
め
の
道
か

ら
の
補
助
金
）

１
８
４
万
円

・
保
育
所
使
用
料

（
保
育
料
軽
減
に
よ
る
使
用
料

収
入
の
減
）

▲
１
４
２
万
円

歳
出

・
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
施
設
復

旧
負
担
金
（
火
災
復
旧
の
た

め
の
負
担
金
）

３
３
０
万
円

・
本
町
商
店
街
組
合
補
助
金

（
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
購
入
費
）

75
万
円

・
外
国
青
年
招
致
渡
航
費
用
負

担
金(

新
外
国
語
教
師
旅
費
等
）

15
万
円

・
え
り
も
高
校
通
学
費
補
助
金

（
え
り
も
高
校
通
学
費
を
半
額

程
度
補
助
）

54
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
に
１
４
９
０
万

円
を
追
加

◎
診
療
所
特
別
会
計
予
算

に
１
３
０
万
円
を
追
加

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
に
４
０
万
円
を
追
加

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
に
２
０
万
円

を
追
加

◎
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

国
の
税
制
改
正
に
お
い
て
、

配
偶
者
控
除
を
満
額
受
け
ら
れ

る
配
偶
者
の
年
収
上
限
を
現
行

の｢

１
０
３
万
円｣
か
ら｢

１
５
０

万
円｣

に
引
き
上
げ
る
こ
と
、
納

税
義
務
者
の
合
計
所
得
金
額
が

１
千
万
円
を
超
え
る
と
適
用
外

と
な
る
こ
と
な
ど
、
配
偶
者
控

除
・
配
偶
者
特
別
控
除
が
見
直

さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
規
定
の
整

備
。

◎
公
営
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正

認
知
症
、
知
的
障
害
等
の
理

由
に
よ
り
収
入
申
告
を
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
そ
の
義
務

を
免
除
で
き
る
よ
う
に
す
る
規

定
の
整
備
。

◎
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正

平
成
30
年
度
か
ら
、
庶
野
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る

こ
と
に
伴
う
規
定
の
整
備
。

◎
日
高
地
区
交
通
災
害
共
済

組
合
の
解
散
及
び
財
産
の

処
分
に
つ
い
て

日
高
管
内
７
町
で
構
成
す
る

当
組
合
で
は
、
臨
時
会
に
お
い

て
加
入
率
の
低
下
に
よ
る
解
散

及
び
剰
余
金
の
各
町
へ
の
配
分

を
決
定
し
、
各
町
の
議
会
の
議

決
が
必
要
な
た
め
提
案
す
る
も

の
。

全
員
賛
成

可
決

今
後
の
日
程

平
成
30
年
４
月

会
員
募
集
停
止

平
成
31
年
３
月
ま
で

見
舞
金
の
支
給

平
成
31
年
３
月
31
日

財
産
の
確
定

平
成
31
年
４
～
６
月財

産
の
処
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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補
正
予
算

条
例
改
正

そ

の

他

表紙の説明
翌日 台風が北海道に上陸かと心配される中、9月17日(日)は

秋晴れに恵まれ、本町の住吉神社秋季例大祭の本祭が行われ、

約４０人の白丁姿の若者に担がれたみこしが威勢よく町を練り歩き、

見物客の拍手喝采を浴びました。

(かめや旅館前にて)
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９
月
14
日
、
15
日
の
２
日
間
開

催
さ
れ
ま
し
た
９
月
定
例
会
に
お

い
て
、
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
私
が
大
変
重
大
な
職
責
で
あ

り
ま
す
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。審

査
を
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件

は
、
「
平
成
28
年
度
、
一
般
会
計
」

及
び
「
６
特
別
会
計
」
の
歳
入
歳

出
決
算
報
告
の
件
で
あ
り
ま
す
。

審
議
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
は
、

終
始
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
委
員
会
採
決
、
続
く
本
会
議
で

の
採
決
の
結
果
「
平
成
28
年
度
全

会
計
」
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
委
員
を
は
じ
め
理
事
者
、

説
明
員
の
皆
様
に
は
審
議
の
円
滑

な
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。町

財
政
が
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
中
、
各
会
計
の
未
納

金
に
つ
い
て
非
常
に
厳
し
い
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

納
税
指
導
の
徹
底
と
収
納
率
の
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
、
創
意
工
夫

に
よ
る
徹
底
し
た
歳
出
の
削
減
に
一

層
努
め
、
よ
り
効
果
的
な
行
財
政
の

運
営
に
期
待
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
町
の
発
展
と
住
み
や
す
い

え
り
も
町
に
な
る
よ
う
、
私
達
も
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

紅
葉
の
季
節
と
な
り
、
日
も
一
日

一
日
と
短
く
な
っ
て
き
た
今
日
こ
の

頃
で
す
が
、
皆
様
が
事
故
無
く
健
康

で
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
好

漁
に
な
る
事
を
願
い
結
び
と
い
た
し

ま
す
。

決算審査とは、町長から付された決算書等について審査を実施し、監査委員の

合議によって審査結果に関する意見書を作成し町長に提出するものです。

収入未済額について

平成28年度末の一般会計の収入未済額は、1億6,929万9,232円であり、前年比

899万3,600円、5.6％の増となっております。また、特別会計を含む全会計で

の未済額は、5億493万7,470円で、6.7％、3,152万8,331円の増となりました。

負担の公平性を確保するためにも引き続き、収納対策会議等の場で情報を共有

し、全庁的な課題として適切な対応を図り、収入未済額の縮減に取り組まれたい。

町税(国民健康保険税を含む)の不納欠損額は、283万9,776円(前年度1,074万

2609円)であります。 不納欠損処分については、関係法令に則り適正に処理さ

れているものと認められますが、負担の公平及び歳入確保の面での影響が大きく

慎重かつ厳正な取扱いが求められるものであり、今後、各課で抱えている収入未

済額の不納欠損処理については、各担当課の連携を密にし、町全体の取組みとし

て的確な対応に努めていただきたい。

えりも町監査委員 代表 小関孝雄
えりも町監査委員 高松亮裕

監査委員、決算審査意見を報告

今回は、決算審査意見書の中から｢収入未済額｣につい

て抜粋して掲載します。

収入未済額

納期限までに支払

われていない税金

や使用料・水道料

などの額。(滞納

額とほぼ同じ)

不納欠損処分

相続の放棄や時効

の成立によって徴

収が不可能となり

損金として処理す

ること

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長

笹
谷

廣
喜



①
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
復
旧

に
つ
い
て

町
の
負
担
分
が
３
３
０
万
円
に
な
る
。

（
産
業
振
興
課
）

②
え
り
も
高
校
の
通
学
費
の
補

助
に
つ
い
て

え
り
も
高
校
に
通
学
す
る
生
徒
に
、
定

期
券
な
ど
通
学
費
の
補
助
を
行
い
た
い
。

え
り
も
高
校
の
二
間
口
を
維
持
す
る
為
と

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
す
る
。

（
教
育
支
援
課
）

③
え
り
も
高
校
の
海
外
研
修
に

つ
い
て

今
年
度
は
国
際
情
勢
の
不
安
定
を
理
由

に
中
止
と
す
る
事
、
又
今
後
の
研
修
先
の

変
更
も
視
野
に
い
れ
関
係
者
と
協
議
す
る
。

（
教
育
支
援
課
）

④
診
療
所
内
科
医
師
に
つ
い
て

診
療
所
の
内
科
医
師
が
辞
職
し
た
こ
と

か
ら
、
町
と
し
て
関
係
機
関
や
人
脈
を
通

じ
て
全
力
で
医
師
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

（
診
療
所
）

⑤
旧
肉
牛
牧
場
に
お
け
る
大
型

風
力
発
電
事
業
の
計
画
に
つ
い

て
旧
肉
牛
牧
場
に
お
い
て
大
型
風
力
発
電

事
業
の
計
画
が
３
社
か
ら
出
さ
れ
て
お
り

将
来
性
も
考
え
た
上
で
慎
重
に
判
断
す
る
。

（
企
画
課
）

⑥
日
高
線
の
協
議
状
況
及
び
Ｊ

Ｒ
バ
ス
の
減
便
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
調
査
・
検
討
協
議
会
は

Ｄ
Ｍ
Ｖ
を
含
む
各
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

要
件
や
費
用
等
に
関
す
る
調
査
を
委
託
し

た
。
Ｊ
Ｒ
バ
ス
日
勝
線
の
減
便
に
つ
い
て

新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
そ
の
後
撤
回
さ
れ

当
分
は
現
状
維
持
。

（
企
画
課
）

⑦
様
似
町
と
の

終
処
分
ご
み

広
域
処
理
に
向
け
た
協
議
状
況

に
つ
い
て

様
似
町
と
の
基
本
合
意
に
伴
い
、
今
後

発
生
す
る
経
費
の
負
担
に
つ
い
て
は
様
似

町
の
負
担
と
す
る
こ
と
、
又
各
種
計
画
の

変
更
を
北
海
道
と
協
議
す
る
必
要
が
あ
り

道
の
指
導
の
も
と
、
２
町
間
で
協
議
し
開

始
時
期
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

（
町
民
生
活
課
）

①
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
及
び
核

実
験
に
抗
議
す
る
決
議

・
８
月
29
日
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
と
９
月
３

日
の
核
実
験
に
つ
い
て
東
ア
ジ
ア
の
平

和
と
安
全
の
為
、
強
く
抗
議
す
る
。

②
一
部
議
員
が
議
事
の
進
行
を

妨
げ
、
秩
序
を
乱
し
た
こ
と
へ

の
決
議

・
当
該
議
員
に
対
し
て
議
場
で
の
発
言
や

行
動
に
注
意
を
促
し
た
も
の
。

２
件
と
も
全
会
一
致
で
可
決

①
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

・
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
や
利
用
料
の
引
き
上

げ
を
せ
ず
施
設
の
整
備
と
介
護
従
事
者

の
処
遇
改
善
を
求
め
る
。

②
安
心
・
安
全
の
医
療
の
実
現

と
夜
勤
交
代
制
労
働
の
改
善
を

求
め
る
意
見
書

・
一
人
夜
勤
の
解
消
な
ど
医
療
・
介
護
に

お
け
る
労
働
環
境
改
善
の
為
の
意
見
書
。

③
全
国
的
、
総
合
的
な
ア
イ
ヌ

政
策
の
根
拠
と
な
る
新
た
な
法

律
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見

書④
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
対
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

・
市
町
村
が
継
続
的
に
森
林
整
備
が
で
き

る
よ
う
に
「
森
林
環
境
税
」
の
創
設
を

求
め
、
林
産
業
発
展
の
た
め
の
支
援
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
も
の
。

４
件
と
も
全
会
一
致
で
可
決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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町
と
の
協
議
事
項

決
議
案

意
見
書
の
提
出

火災が発生した栽培漁業センター

えりも町の最終処分場



問

鈴
木
議
員

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発

射
で
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
伝
え
る
防
災
行
政
無
線

の
音
声
が
流
れ
な
か
っ
た
。

保
守
点
検
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答

企
画
課
長

今
回
、
装
置
の
不
具
合

で
放
送
が
流
れ
な
い
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
た
こ
と
に

つ
い
て
町
民
の
皆
様
に
多

大
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
、
深
く
お
詫
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
後
は
、
不
具
合
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
部
分

の
装
置
を
取
り
替
え
、
動

作
確
認
を
行
い
、
万
が
一
、

同
様
の
事
象
が
発
生
し
た

場
合
は
、
職
員
が
手
動
で

対
応
す
る
こ
と
に
し
た
。

メ
ー
カ
ー
側
で
は
「
普

段
み
ら
れ
な
い
事
象
だ
」

と
い
う
こ
と
で
、
調
査
に

時
間
を
要
し
て
お
り
、
来

週
中
に
は
正
式
回
答
と
の

連
絡
が
き
て
お
り
、
今
後

保
守
点
検
の
見
直
し
や
強

化
に
適
切
な
対
応
、
対
策

を
と
っ
て
い
く
。

問

鈴
木
議
員

新
聞
の
報
道
に
よ
る
と

人
口
減
で
採
算
の
悪
化
し

た
ス
ー
パ
ー
が
撤
退
し
た

り
、
そ
の
恐
れ
が
高
ま
っ

た
地
域
で
、
市
町
村
が
建

設
費
を
補
助
す
る
「
公
設

民
営
」
店
舗
が
、
道
内
で

相
次
い
で
い
る
。

え
り
も
町
も
人
口
減
や

採
算
の
悪
化
等
の
理
由
で

閉
店
し
て
い
る
店
舗
が
相

当
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
策

が
必
要
と
考
る
が
、
公
設

民
営
の
出
店
に
つ
い
て
補

助
を
実
施
す
る
考
え
が
な

い
か
。
ま
た
町
長
公
約
の

「
空
き
店
舗
再
活
用
及
び

新
規
開
店
支
援
」
は
、
ど

の
よ
う
な
内
容
で
、
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答

産
業
振
興
課
長

当
町
も
近
年
売
り
上
げ

減
等
様
々
な
理
由
で
閉
店

し
て
い
る
店
舗
が
出
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

公
設
民
営
の
出
店
の
補
助

に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域

か
ら
店
舗
が
撤
退
し
、
地

域
住
民
の
要
望
が
あ
る
と

こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
、
え
り
も
町
で
は
、
ス
ー

パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
、
民
間

の
店
舗
が
営
業
を
行
っ
て

お
り
現
状
で
は
地
域
住
民

か
ら
の
要
望
等
も
な
い
こ

と
か
ら
、
公
設
民
営
に
つ

い
て
今
の
と
こ
ろ
補
助
す

る
こ
と
は
検
討
し
て
い
な

い
。

し
か
し
、
今
後
増
々
経

営
環
境
が
厳
し
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
商
工
業
者
に

対
す
る
支
援
等
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
や
日
高
信
金

と
、
融
資
制
度
の
内
容
、

方
法
、
問
題
点
や
課
題
等

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て

い
る
。
「
空
き
店
舗
再
活

用
及
び
新
規
開
店
支
援
」

も
含
め
、
店
舗
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
設
備
の
更
新
等
に

も
対
応
す
べ
く
、
協
議
を

進
め
て
い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だり ＮＯ２３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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鈴木 勇髙議員

防
災
無
線
の
保
守
点
検
は

見
直
し
や
強
化
も
含
め
適
切
な
対
応
・
対
策
を
と
り
た
い

一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期待
を持たれる大事な議員活動の場です。町政全般にわたって執

行機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員自らの政

策提言を行い政治姿勢を明らかにするものです。

公設民営の店舗出店を

今のところ検討していない

不
具
合
の
あ
っ
た
装
置

空
き
店
舗
が
目
立
つ

本
町
商
店
街



問


本
議
員

え
り
も
高
校
の
こ
れ
か

ら
を
考
え
、
将
来
地
域
を

支
え
る
人
材
育
成
、
他
町

よ
り
生
徒
を
確
保
で
き
る

よ
う
な
高
校
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら

①
え
り
も
の
地
域
性
を
生

か
し
た
水
産
学
科
の
設
立

を
検
討
で
き
な
い
か
。

②
今
す
ぐ
、
水
産
学
科
開

設
が
、
難
し
い
と
す
る
と
、

少
人
数
で
も
水
産
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る

体
制
を
整
備
で
き
な
い
か
。

③
現
在
、
鹿
部
町
に
あ
る

北
海
道
漁
業
研
修
所
に
入

学
さ
れ
る
生
徒
へ
の
支
援

制
度
「
え
り
も
町
漁
業
後

継
者
育
成
対
策
事
業
」
を

含
め
た
更
な
る
助
成
金
を

検
討
で
き
な
い
か
。

答

教
育
長

①
中
学
、
高
校
含
め
た
漁

業
希
望
進
路
は
、
毎
年
２

～
４
名
、
こ
の
５
年
間
は
、

進
学
が
６
割
弱
、
就
職
が

４
割
強
、

近
は
医
療
看

護
や
福
祉
系
へ
の
進
学
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
就

職
が
多
く
を
占
め
る
。

水
産
系
教
育
課
程
の
編

成
と
な
る
と
多
額
の
投
資

や
環
境
整
備
が
必
要
で
、

総
合
的
に
考
え
る
時
、
水

産
系
学
科
転
換
は
難
し
い

状
況
。

②
現
状
の
教
育
課
程
を
維

持
し
つ
つ
、
水
産
学
習
を

取
り
入
れ
て
い
く
と
す
れ

ば
、
希
望
生
徒
に
対
し
、

例
え
ば
、
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
の
中
で
、
現

在
の
郷
土
芸
能
・
郷
土
学

習
に
加
え
、
水
産
学
習
も

加
味
す
る
こ
と
や
、
教
育

課
程
外
と
し
て
水
産
ク
ラ

ブ
な
ど
の
検
討
の
余
地
が

あ
ろ
う
か
と
考
え
今
後
高

校
に
も
伝
え
検
討
し
た
い
。

答

産
業
振
興
課
長

③
平
成
28
年
度
よ
り
北
海

道
立
漁
業
研
修
所
の
総
合

研
修
受
講
者
に
対
し
、
助

成
制
度
を
開
始
。
平
成
28

年
度
は
、
３
名
が
こ
の
補

助
制
度
を
活
用
し
、
今
年

度
も
１
名
が
研
修
に
励
ん

で
い
る
。

総
合
研
修
に
係
る
給
食

費
以
外
の
経
費
は
、
こ
の

助
成
額
で
賄
う
事
が
出
来

て
い
る
状
況
な
の
で
現
状

の
助
成
と
し
た
い
。

ま
た
、
資
格
取
得
費
に

つ
い
て
、
助
成
し
て
い
る

市
町
村
が
あ
る
の
で
、
町

と
し
て
も
漁
業
後
継
者
の

育
成
は
、
今
後
の
漁
業
振

興
に
お
い
て
重
要
な
事
と

考
え
る
の
で
、
ど
の
よ
う

な
支
援
が
後
継
者
育
成
に

繋
が
る
か
漁
協
と
も
協
議
・

検
討
し
た
い
。

問

大
坂
議
員

え
り
も
地
区
に
お
い
て

エ
ゾ
シ
カ
は
猟
友
会
の
協

力
に
よ
り
捕
獲
さ
れ
、
解

体
処
理
施
設
へ
持
ち
込
ま

れ
て
い
る
。

処
理
作
業
員
は
現
在
１

名
で
解
体
が
行
わ
れ
、
苦

労
し
て
捕
獲
し
て
も
限
ら

れ
た
頭
数
し
か
処
理
で
き

な
い
と
聞
い
て
い
る
。

処
理
場
の
有
効
活
用
を

勧
め
る
為
に
も

①
処
理
作
業
員
の
増
員
の

考
え
は
あ
る
の
か
。

②
１
日
平
均
何
頭
の
処
理

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
町
内
の
シ
カ
生
息
数
は
、

ど
れ
位
か
。

答

産
業
振
興
課
長

①
後
継
者
の
問
題
も
含
め

増
員
す
る
こ
と
や
施
設
の

有
効
活
用
等
に
つ
い
て
、

今
後
業
務
委
託
し
て
い
る

事
業
者
と
協
議
・
検
討
し

て
い
き
た
い
。

②
平
成
28
年
度
の
実
績
で

は
、
各
月
に
よ
り
処
理
頭

数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

１
日
当
た
り
５
頭
か
ら
８

頭
の
処
理
が
な
さ
れ
、
多

い
日
に
は
１
日
で
10
頭
処

理
し
た
日
も
あ
る
。

③
町
内
の
エ
ゾ
シ
カ
の
生

息
数
に
つ
い
て
は
、
現
状
、

ど
の
機
関
に
お
い
て
も
把

握
で
き
て
い
な
い
が
、
庶

野
～
歌
別
の
区
間
の
約
40

キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
は
、
平

成
23
年
に
は
１
４
８
８
頭

を
数
え
て
お
り
、
こ
こ
数

年
は
、
５
０
０
～
６
０
０

頭
と
な
っ
て
い
て
、
平
成

22
・
23
年
の
ピ
ー
ク
か
ら

は
減
少
し
た
状
況
と
推
測

さ
れ
る
。

え
り
も
町
と
し
て
は
、
今

後
も
、
エ
ゾ
シ
カ
の
生
息

数
を
減
ら
す
た
め
の
捕
獲

活
動
を
、
猟
友
会
の
方
々

の
協
力
を
得
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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え
り
も
高
校
へ
の
水
産
系
学
科
の
設
立
を

水
産
系
学
科
設
立
は
難
し
い

エ
ゾ
シ
カ
解
体
処
理
能
力
の
向
上
を

委
託
業
者
と
協
議
検
討
し
て
い
く

本 維応議員

大坂 庄吉議員

えりも高校の様子

エ
ゾ
シ
カ
の
解
体
処
理
、
以

前
は
２
名
体
制
だ
っ
た
が



問

高
松
議
員

本
町
に
あ
る
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
は
現
在
、
１
～

３
年
生
ま
で
の
利
用
に
限

ら
れ
て
い
る
。

平
成
28
年
度
の
利
用
状

況
は
登
録
者
数
46
名
だ
が
、

実
際
に
は
一
番
多
い
２
月

で
１
日
平
均
22
名
、
１
番

少
な
い
８
月
で
１
日
平
均

11
名
で
あ
る
。

国
の
運
営
指
針
で
は
１

人
当
た
り
１
・
６
５
㎡
以

上
の
広
さ
が
必
要
だ
が
、

当
施
設
に
当
て
は
め
る
と

定
員
は
74
名
ま
で
可
能
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

４
年
生
に
な
る
と
自
動

的
に
利
用
で
き
な
く
な
る

が
、
ま
だ
利
用
し
た
い
と

い
う
児
童
が
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
希
望
を
か
な

え
て
あ
げ
る
べ
き
だ
し
、

以
上
の
よ
う
な
数
字
上
の

結
果
か
ら
見
る
と
対
象
範

囲
を
広
げ
る
こ
と
が
可
能

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
い
た
い
。

答

教
育
支
援
課
長

平
成
24
年
度
開
設
時
、

当
時
の
児
童
福
祉
法
の
規

定
に
基
づ
き
対
象
児
童
を

小
学
１
～
３
年
生
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
平
成

27
年
に
「
６
年
生
ま
で
利

用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」

と
法
改
正
さ
れ
た
。

国
の
運
営
指
針
で
は
１

つ
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童

数
は
概
ね
40
人
以
下
と
さ

れ
て
お
り
、
昨
年
度
の
１

日
の

大
利
用
児
童
は
31

名
で
あ
り
40
名
に
近
い
。

ま
た
、
年
齢
や
発
達
の

状
況
が
異
な
る
子
ど
も
を

同
時
に
か
つ
継
続
的
に
育

成
支
援
す
る
た
め
、
安
全

面
で
の
管
理
が
必
要
で
あ

る
。さ

ら
に
、
開
設
当
初
よ

り
も
登
録
者
数
が
増
加
傾

向
に
あ
り
当
面
は
現
状
の

ま
ま
と
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
、
児
童
ク
ラ

ブ
に
は
４
年
生
に
な
っ
て

も
利
用
し
た
い
と
の
話
は

届
い
て
い
な
い
が
今
後
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
向
を
確

認
し
な
が
ら
希
望
者
が
い

れ
ば
、
施
設
の
検
討
を
含

め
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問

高
松
議
員

道
は
子
育
て
支
援
策
の

一
環
と
し
て
、
年
収
６
４

０
万
円
未
満
の
世
帯
の
保

育
料
を
、
第
１
子
の
年
齢

に
関
係
な
く
第
２
子
以
降

の
３
歳
未
満
児
は
無
償
化

す
る
事
業
を
始
め
る
が
、

①
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
保

育
所
に
通
わ
せ
て
い
る
世

帯
の
う
ち
、
何
世
帯
何
人

が
保
育
料
軽
減
の
対
象
に

な
る
の
か
。

②
こ
の
事
業
は
保
育
料
無

償
化
の
費
用
を
道
と
町
が

折
半
し
て
行
う
も
の
だ
が

道
の
補
助
と
同
額
程
度
、

町
の
負
担
が
生
じ
る
と
考

え
て
よ
い
か
。

③
浦
河
町
は
４
月
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
実
施
す
る
と
の

こ
と
だ
が
え
り
も
町
は
い

つ
か
ら
実
施
す
る
の
か
。

答

町
民
生
活
課
長

今
回
は
国
の
軽
減
策
に

加
え
道
独
自
で
の
補
助
事

業
と
な
る
。

①
８
月
末
時
点
で
、
入
所

児
童
の
合
計
は
１
０
０
世

帯
１
３
８
人
で
あ
り
今
回

の
事
業
で
14
世
帯
14
人
が

負
担
軽
減
の
対
象
と
な
る
。

②
本
来
、
当
町
に
お
い
て

も
道
の
補
助
額
と
同
額
程

度
の
負
担
と
な
る
が
、
当

町
の
保
育
料
が
国
基
準
の

約
半
額
で
あ
る
た
め
、
道

の
補
助
額
で
対
象
世
帯
の

保
育
料
が
賄
え
る
た
め
、

現
時
点
で
は
町
の
負
担
は

生
じ
な
い
。

③
浦
河
町
と
同
様
、
４
月

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
実
施
し

た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２３・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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放課後児童クラブ４年生以上にも

当面は現状維持も、アンケートで意向を確認

放課後児童クラブで遊ぶ児童ら

保育料軽減いつから

４月にさかのぼって実施

高松 亮裕議員

学
習
会
の
お
遊
戯
を

練
習
す
る
１
才
児
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要望３ 診療所駐車場の強風対策

回答 強風対策として ①ブロック塀設置 ②ポリカ折板の設置 が考えられますが、課題や問題点も

多く、その他の方法についても議会と協議しながら、より効果的な対策を検討していきたい。

第８回子ども議会開催のお知らせ

【子ども達に納得してもらえる答えは】

開催日時 平成29年11月7日（火）
午後3時～午後4時30分

開催場所 えりも町役場 ３Ｆ 議場
子ども議員 各小学校（５校）から１名ずつ、

中学校３名、高校生３名 計１１名

子ども議会は、町内の小・中・高校生の子ども達が議員としてえりも町に対して町づくりや教育行政

など、身近なテーマについて一般質問形式で町長や教育長に質問・提案を行います。

町長はじめ教育長が提案をどのように今後の町づくりにいかしていくのか、子ども達に納得してもら

える答えはできるのか。

子ども達が、この体験で行政の意義や仕組みを理解してもらえて、町政に興味を持ってもらえればあ

りがたいです。

どなたでも傍聴できますので是非お越し下さい。

要望４ 目黒荒磯地区護岸の再整備の実施

回答 室蘭開発建設部浦河事務所に対し要望していますが、直近ではH29.8.21に｢平成28年度に補修を

完了しており、消波機能を回復したと考えているが、引き続き調査を実施し、越波の発生状況や

交通状況等を勘案し、整備の必要性を検討していく｣との回答を得ています。

町としても再整備の実現に向けて今後も積極的に取り組んでいきます。

要望５ 黄金道路境浜地区の海岸浸食箇所の早急な整備

回答 室蘭開発建設部浦河事務所に対し要望していますが、直近ではH29.8.21に｢海岸が浸食されてい

ることは把握しており、現時点では対策計画はないが、浸食が進行していることから今後対策検

討していきます｣との回答を得ており、町としても積極的に取り組んでいきます。

④ 様似町のごみ処理に係る新聞報道・・・H29.3.18 (道新朝刊)

｢えりも町が2018年度から様似町の廃棄物を年間約100トンを受け入れることで合意｣とする記事

⑤ 様似町へ｢当方の認識とは異なる報道内容であり遺憾である｣旨を通知・・・H29.4.6

⑥ 様似町長来庁 ( 報道記事に関する謝罪と基本合意書締結に向けての協議要請 )・・・H29.5.1

⑦ 議会に経過報告・・・H29.5.26

⑧ 今後に向けた町の考え方

隣町として協力していかなければならない問題であると認識し、様似町とどのような合意案が妥当で

あるか議会協議を経ながら、適宜、広報等を活用し町民への周知を図っていきたい。

昨年の子ども議会の様子
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第５回議会報告会を町内９会場で開催し、町民の皆様より数多くの意見・要望をいただきました。

次の５件については、特に重要と判断し、その実施について検討するよう町に要請したところ、この度

その回答を得ました。

要望１ 複合施設建設の内容と進捗状況の説明

回答 これまで町民アンケートを実施し、総合計画策定審議会において、基本的な考え方を協議・整理し、

その案を地区別町政懇談会、議員協議会、自治会長会議で説明してきました。

この間、複合施設整備のための基金条例を制定し、本年６月議会で基本設計の予算を計上しております。

１．施設の多機能化・複合化

２．施設の建設場所等

陸上競技場とその北側の未利用地を候補地とし、温水プール、青少年会館跡地の活用も考慮します。

施設の規模に関しては、既存施設の延床面積を上限として、コンパクト化に努めます。

要望２ 様似町からのごみ受け入れ要請の経緯を町民に周知

回答 平成29年7月4日開催の自治会長会議において、様似町からのごみ受け入れに係る申入れ事項等の一連の

経緯について次のとおり説明しました。

① 様似町長から「最終処分ごみの広域処理」について要請（H25.11.7）

② 当町の最終処分場埋立状況及び埋立可能年数についての調査

③ 様似町の求めに応じて協議を継続

※当町の考え方 ・当町のごみ処理仕様に合わせてほしいこと

・当町へのごみ搬入に際しては相応の経費負担を求めたいこと

※様似町の意向 ・搬入物は焼却灰（当町の仕様に合わせたもの）と不燃破砕物の２種類

・合意書の締結と平成30年度からの搬入開始を希望



日
高
南
部
森
林
管
理
署

え
り
も
治
山
事
業
所

農
林
水
産
技
官

う
り
た

も
と
み

瓜
田

元
美
さ
ん

Ｑ

出
身
地
・
学
歴
は
？

Ａ

札
幌
生
ま
れ
・
岩
手
大
学
卒

Ｑ

え
り
も
町
の
印
象
は
？

Ａ

海
産
物
が
新
鮮
で
何
を
食

べ
て
も
美
味
し
い
で
す
。
元
々
、

ウ
ニ
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
え
り
も
の
春
ウ

ニ
は
甘
み
強
く
、
食
べ
た
あ
と

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

あ
と
は
今
ま
で
内
陸
に
住
ん

で
い
た
の
で
、
綺
麗
な
海
に
感

動
し
ま
す
。
天
気
が
良
い
日
は

青
い
海
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
き
、
夕

暮
れ
時
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
に
染

ま
る
空
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が

日
々
違
っ
て
い
て
、
通
勤
し
な

が
ら
今
日
も
綺
麗
だ
な
と
眺
め

て
い
ま
す
。

Ｑ

こ
の
職
業
を
選
ば
れ
た
理

由
は
？

Ａ

元
々
、
森
林
や
自
然
が
好

き
で
実
際
に
関
わ
る
仕
事
が
し

た
く
て
選
び
ま
し
た
。

Ｑ

趣
味
は
？
好
き
な
食
べ
物

は
何
で
す
か
？

Ａ

登
山
、
ド
ラ
イ
ブ
、
甘
味

全
般

Ｑ

え
り
も
に
来
て
特
に
こ
れ

は
し
た
い
と
い
う
事
は
あ
り
ま

す
か
？

Ａ

海
・
山
に
も
近
く
自
然
豊

か
な
所
な
の
で
両
方
楽
し
め
れ

ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
豊
似

岳
登
山
や
豊
似
湖
で
ナ
キ
ウ
サ

ギ
も
見
て
み
た
い
し
、
海
で
は

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
も
で
き
る
よ
う

な
の
で
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

Ｑ

仕
事
を
す
る
う
え
で
気
を

つ
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ

え
り
も
治
山
事
業
所
は
百

人
浜
国
有
林
緑
化
事
業
を
行
っ

て
い
て
、
え
り
も
岬
沿
い
の
ク

ロ
マ
ツ
林
の
管
理
を
し
て
い
ま

す
。
え
り
も
岬
周
辺
で
は
特
に

風
が
強
か
っ
た
り
、
霧
が
濃
か
っ

た
り
と
木
が
育
つ
上
で
気
象
条

件
が
厳
し
く
特
殊
な
所
で
、
私

自
身
学
ぶ
べ
き
所
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
一
緒
に
仕
事
を
す
る
周

り
の
方
の
話
に
よ
く
耳
を
傾
け
、

意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た

他
と
違
う
と
こ
ろ
と
し
て
長
年
、

関
係
者
と
地
元
の
方
の
試
行
錯

誤
の
上
に
、
現
在
の
海
岸
の
緑

豊
か
な
ク
ロ
マ
ツ
林
が
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
今
で
も
様
々
な
場

面
で
ご
協
力
頂
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

今
、
10
月
23
日
午
前
11
時
、
超

大
型
台
風
21
号
が
三
陸
沖
を
北

東
に
進
み
、
ま
も
な
く
え
り
も

岬
沖
を
通
過
し
ま
す
。

被
害
が
な
け
れ
ば
と
祈
る
ば

か
り
で
す
。

さ
て
、
議
会
は
、
平
成
28
年

度
の
決
算
審
査
を
終
え
、
安
堵

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
人

口
減
少
時
代
を
迎
え
、
厳
し
い

町
財
政
は
続
い
て
い
く
も
の
と

思
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
多
く
の
情
報
を
伝

え
る
た
め｢

議
会
だ
よ
り｣

の
発

行
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
が
、
よ

り
充
実
し
、
皆
様
に｢

読
ん
で
も

ら
え
る｣

紙
面
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
聞
か

せ
願
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

(

高
松)
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長

高
松

亮
裕

副
委
員
長

大
坂

庄
吉

委
員

川
村

一
治

石
川

昭
彦


本

維
応

今
回
の
「
こ
の
人
に
聞
く
」

は
、
今
年
度
よ
り
日
高
南
部
森

林
管
理
署

え
り
も
治
山
事
業

所

農
林
水
産
技
官

瓜
田
元

美
さ
ん
に
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

て
き
ま
し
た
。
（
取
材
・
川
村
）

８月１４日 灯台祭り海上安全祈願祭

８月２２日 議会広報研修会

９月 ６日 議会運営委員会

９月１４日

全員協議会

第３回定例会

決算特別委員会

９月１５日

決算特別委員会

第３回定例会

広報広聴常任委員会

９月１９日 日高地区林活議連役員会

９月２９日 管内軽種馬議連役員会

１０月１８日 広報広聴常任委員会

１０月２４日
日高管内町村議会正副議

長・常任委員長研修会

１０月３１日
二常任委員会合同所管事

務調査

議会の動き

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
研
修
生
に

え
り
も
の
森
林
を
説
明
中




